
意見シート

．．名．一般財団法人日本民間公益活動連携機構
0委員確認欄（総合的な意見）

• 一暑' '~-. 

記入年月日：平成30年12月4日
意見 評梧

日本版SDG'sターゲットを設定し、オールジャパンでゴールを目指すとし A 

記入者の氏名 ているり
プレゼンテーション、質疑応答からも「指定の基準」を十分に満たしてい
る。

※註語握に記入主る記登の翌え方

A: 「指定の基準」を十分に満たしていると認められる()

8: 「指定の基準」を満たしていると認められる。

C: 「指定の基準」を満たしているとは認められない。

※区分Aの「十分に満たしている」とは、例えば、具体性、実現可能性、役員の資質

等の点で特に優れていると認められること。

0事務局確認襴 〇委員確認欄（着眼点別）

着眼点
基準該当 公募要領記載の「確認項目」

確認
備考 意見 評語

番号 ページ 結果

1意欲
理奉長は、企業経堂・各種社会活動を通じた知見をベースに、ピジョンを A 
表明した。
・ガパナンス、コンプライアンス、事業の公正等、民間企業経営の知見を
活かした車業運営
・「SDG'sJの観点から社会課題解決へ
・グローバルな連携も視野に入れた活動

役員（代表理事）の 「3.指 面接においては、指定を受けようとする団体
社会題意課題に対する 定の

（以下「指定申隣団体」というテ・．実）が現指意定志活を有用団問 謡、使命感、基準 PJ 
確頁任感等について につい

体の使命に対する強い実行 し

認する。 て」
ていること等も確認。
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0事務局確認襴 0委員確認襴＇（着眼点別）

落眼点 番基準号ベ該ー当ジ 公募要領記載のr確認項目」 確結果t忍 備考 意見 評点そ一

置戴島~ . , .... 鰈籠ゆ0瀧 • - ． 

休眠預金等交付金に係る資金の活用の目標や基本原則等について以下に 幸莱活動について、「ミッション」・「バリューJとして明ホ、かつ手業を持続 A 
記載あり。 可能なものとする5つの要索で組織強化することとしている。

①業務実施計画が、基本方針を踏まえ、休眠 P225'""P232業務実施計画、組織運営にあたっての基本的考え方（概要）一
第2 P4 預金等交付金に係る資金の活用の目標や茎 ー パワーポイント資料「1_ 1組織運営の理念（持続可能な組織運営のため

本原則等に適合していること。 に）」、「1.2組織運営の基本的考え方」
i)業務実施計画 P252~P259業務実施計画「1-1.組織運営の理念（持統可能な組織運
が、基本方針を踏ま 営のために）」、「i-2,組織運営の基本的な考え方」

ヘえ、基本原則（国民 組織運営体制等について以下に記載あり。
続の可能還元性、透共助明凡、持 ②業務実施計画において民間公益活動促 P247~P248業務実施計画、組綴運営にあたっての基本的考え方（概要）一
説 、 第2 P4 進業務を適確に実施できる組織運 制等 ー パウーポイント資料「1,3組線体制J
多様明貢性任、革、新公正性 が整備できる見通しが示されている営-体と,、 P279~P287業務実施計画「1-3.組織体制」、「2 業務実施に当たっての

果海るか最）等大．に化遁、民間主 基本的考え方等」
合してい

民間公益活動促進業務ごとの実施について以下に記載あり。

③業務実施計画が、民間公益活動促進業務 P233~P246業務実施計画、組織運営にあたっての基本的考え方（概要）一

第2 P4 ごとに適確に実施できるものであると認めら 一 四パワ60ー-ポP2イ7ン8ト業資務料実「i施.計2(画3)「運1-営2戦-略3と.運実営行戦J略と実行」

れること, Pご2と88の~目P標31、5業業務務の実実施施計内画容「、3実.基施本体方制針、実に施示計され画た」指定活用団体の業務

PPパ茎W"'本ワー的~-ポ考PP,"イえ伐ン)方ト等業業資務器」料実実「'施厖計計3組画画織`'1緯体-織制3運J組営織にあたっての基本的考え方（概要）一持各種続可専能門性分野のか観ら点評か論ら員、「をガ選パ任ナすンるスと頂と§も勢にを、捐専築門し家て会い諜るを。設證し「社 A 
体制」、「2.業務実施に当たっての会また課、題企」業の視人に点よかるら専、理門車性・を車活務か局しにたアプドロバポイノス（ポすラるンこテとィとアして）支い援るを。確保

②.の., 助諸.,_成.,課コ題に、~係ご=とる=に業,.現務...地~を詞行..... 歪う畠部"'を=署含·とむ--は継塁別続,~に,,,的,-,,c、な社-進会• .>, することとしている。

第2 P4 砂す検る官・検こ嘩証とヤ。等.11,1の],;;,機,lli能i>を1J適・文切う涙に151.発U-揮臥で未き奸る体11111制"ノと忌 ー

支援：事業部検証・支援担当

P322別紙様式3(1,評議員名簿）※掲載順
「評謹員の構成の多様性」として各評撮員について以下のとおり記載あり。
・麻生渡（地方自治体閏係者）

④
識活評経動護験に係者員る会`マ分はス野、コ経）ミ等済、のソ界幅ー、金広シャ融いル分界セ野やクか労タ働らー人界（公材、益学登 •伊藤一郎〈経済界）ii)っ絹て織い運る営か体制が •川北秀人(NPO団体代表者）

整 ° 第2 P4 _ • 久保田政一倍呈済界）
用を図りし構成の多様化を図ることが望まし ・横尾敬介（経済界）
い。 ・相原康伸（労働界）

⑤理車会は迅速な意思決定を図る観点から、

• 岩本秀治（金融界）
•野村浩子（ジャーナリスト）
・日比谷潤子（学線経験者）

理奉の総数は必要最小限rとどめる.:.とが望 P323別紙様式3(2.理事名簿）※掲載順
.-n P5 芦‘ - ・ニ営雅也（非常勤理事（代表理車））”く 。 一 ・逢見直人（非常勤理車）

：一般財団法人を設琶する場合．理睾 ・柴田雅人（常勤理奉）
の人数の下限1ま3人）

参考

第2 2 (スケ 準備行為実施計画の内容が適確に実施でき — P3f6~P320準備行為実施計画
ジュ るものとなっているか。

ール） ・へ、、



0事務局確認襴 ..' 0委員確認欄（着眼点別）

基準該当 確認
落眼点 番号ページ 公募要領記載の「確認項目J 結果

備考 意見 評語

l .ll叢--~制•詣が磁鯛嘩叫輝
奉業産管内理容に・運応営じにたつ経い費て支は出、計画が策定されていを含る。 A 

P248業務実施計画、組織運営にあたっての基本的考え方（概要）ーパワ＿財 - 社外＇） ソース活用 めて企業のガパナン
ポイント資料「1.4所要資金（概算）」 スと同様の体制がと叫れている。
P280~P281業務実施計画「1-4.組織及び業務運営のコスト」
P313~P3f4業務実施計画「8、業務運営コスト（事務所運営黄用含む）
20f9年度~2023年度」
P318~P320準備行為実施計画「9準慌行為実施計画関連費用（概第）」
P686財産目録（平成30年7月18日現在）

第3 P5 
を貸踏惜ま対え照、表、収支予第書等による財務状態

今後の財務の見通しが適切である 財務状態等について以下の記載あり。

こと＾ （財産目録）
資産合計300万円／負恨合計0円I正味財産合計300万円

3助業（"支億務"成4032出全運'）年営の万度コた円）スめ、,●トの,.億（事所,,"務要年"所資度万運金）4、干裳：431偲円費億3用"84円"含幻I'む年" 年） 2-0(9年度~2叩3年度（税込み）：千円(2020年度）、4億5144万7干円
度）、4億7498万3千円(2023年度）

， 
助 め施の計所画要期資間金の
準備行為実 登用：2億6066万8180円（税込み）

法人の財産の管理 運`用について理事、監車が関与する体制について以下
に記載あり。

P7 定款第7条（財の監産職査の規務管権程理限等規〉程P639~P640理幸

第3 P6 
法人の財産の管理、運用について理事、監事 P669~P671監事監
が適切に関与する体制を整備すること。 P672~P681経理規程

P247~P248業務実施計3組画織、組体織制運J営にあたっての基本的考え方（概要）一

整iiiっ)経て理い的る基礎が

パワーポイント資料「1.
P279~P287業等務実施計画「1-3.組織休制」、「2.業務実施にあたって

カ）。 の基本的考え方 J 

経理を行うためのt務人実員施及計び画体、制について以下に記載あり。

経理を確を適保す正に行うための十分な人員及び体
P247~P248業 組織運営にあたっての基本的考え方（概要）一

第3 P6 
制 る見込みがあること。

パワーボイント資料「1.3組織体制」
P279~P287業務実施計画「1-3.組織体制」、「2.業務実施にあたって
の基本的考え方等j

第3 P6 他とがので団き体るの株意式思等決を定保に有実し質てい的なにい関こ与とす。るこ
←゚

第3 P6 必要な会計帳簿を備え付ける↑こと。

゜民間菓公益務活に関動す促る進経業理務とにを閲区す分るし経て理整と理そすのる
第3 P6 他の

゜
こと..

第3←P6 会計監査人を設置する旨を定款で定ぬること。

゜

P匹会らl'れ計7て監定い,査款,る紙),第。様"E',式条畜3第(4日4.項本会I有穿計限監'責""蓋任A、監f名こ査簿，，，法l法人人に3会計監査人を置く。 」と定め

第3 P6' 
滋算つ監しい査I書こて規意につは吋見いをて付収収はす公叉支ことペ惚予を冥ー"Jズ書t±規の及涅も文び等の収はにと叉監し定決奎`め収算法る支書人こ決にの

゜
第3 P6 

監事のうち少なくとも1名が公認会計士又は

゜

P•桐土32澤餓,4界赦義l 紙ー司様（（非非式常常3 (勤勤3、））（（監＇弁公事護認名会士簿）計）士※）褐載順
税理士であること。
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着鴫五 1ぢI乏乱 公募要領記載の「確認項目」

n業務実施体制・能力Q遁確性〇続き

0事務局確認欄

甘匿| 備考

-9,'_-1-1―――
-
1
 

0委員確認欄（着眼点別）

意見 l評語

第3 IP6 

①民間公益活動やソーシャル・イノベーション
に関する十分な知識を有するほか、助成を

専門的能力等に関する事項について以下に記載あり。

行った実緒を有するなど、民間公益活動促進
IP32S~P552別紙様式4(展歴菩）

業務を適確に実施するために足る知織・技術 ― 
を有する役職員を醤くとともに、必要に応じ外

外部の専門家等について以下に記載あり。

部の専門家等を活用することc
IP7邸~PS.15専門家会譲委員名薄

呻構成員の専門性発揮とともに専門家会滉1こおいて知見を吸収する IA 
ことしている。
また、経団連の組織ネットワークをはじめとする外部綿織との連携による
オープンイノペーションを目指すともしている0

iv)技術的（専門的）
基礎が整っている I第3 IP6 
か。

②特に資金分配団体になり得る団体に関す
る十分な知見やネットワーク等を有すること、
非資金的支援を必要に応じて外部の団体や
専門家とも連携しつつ伴走型で提供できる能 ＇＿ 
力を有すること,fCT等を桔極的に活用するこ
と。

専門的能力等に関する事項について以下に記載ありa
P328~P552別紙様式4(厩歴害）

外部の専門家等について以下に記載あり“
P793~P815専門家会諾委員名策

第3 IPll 
③また、案件組成・案件発掘能力を有するこ
と及び科学技術分野の動向に知見を有するこ,_
とが認められることが望ましい。

専門的能力等に関する車項について以下に記載あり。
P328~P552別紙様式4(履歴書）

外部の専門家等について以下に記載あり。
P793~P815専門家会諧委員名簿

役員は経済界、行政等の経験に哀打ちされたマネジ允ント能力を有す I A 
る。

v)役員（代表理亭）「3指
は適確に運営する 定の
十分な資質（マネジ基準 IP3
メントの能力等）を につい
持っているのか。 て」

面接においては、指定を受けようとする団体
（以下「指定申請団体」という。）が指定活用団
体の使命に対する強い実行・実現意志を有し '― 
ていること等も確認。

4/)0 



0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

着眼点 基準 該当 公募要領記載の「確靱項目」
確認

備考 意見 評語
番号ベージ 結果

-m中立性・公正性
事づけ業てのい持る続。可能性の餞点から「ガ

.... 
A 

【組織運営体制に関する事項］

ポP2イ47ン~トP資24料8棠1業、務務3組実実織施施体計計制画画」、紺接運営にあたっての基本的考え方（概要）ーパワー 実効性を高める仕組みとして、コン

P279~P287f 「1-~, 組織体制」、「2,業務実施にあたっての基本 外部の活用や第三者監査の実施
①めに民間、コ公ン益ブ活ライ動ア促ン進ス業施務策のの適検正討な等実を施行のうた組 的考え方等J

第2 P4 上記のうち、P以7-P248業務実施計画、組織運営にあたっての基本的考え方（概
織の下（外に部実の施有等識を者担等うも部参署加をす設る置もすのる.こ)及びそ 要）ーパワーポイント資料「1,3組織体制」、P279~P280業務実施計画1-・3. 紺

と。
織「コ体ン制ブ」ラにおいて、．
イアンスス施委策の検討「総等務を部行総う組務織担及当びその下に実施等を担う部署」として、

「コンプライアン 員会J, 」の記載あり。

P247-P2481業.務3紺実線施体計画制、組織運営にあたっての基本的考え方（概要）ーパワー

ボP2イ79ン~トP歪'l料ff7「 」
③資資金力金｛分公配正団体にさおれい、て事休業眠が預適金正等fに係る 業務実施計画「1-3.組織体制」、「2業務実施にあたっての基本

第2 P4 
に活用 こ遂行さ 的考え方等」

れるよるうこ監と督するために必要な専門部署を設 上記のうCワちー、 Pポ~4イ7ン~トP資24料8 業務実施計画制、組織運営にあたっての基本的考え方槌（概
匿す 。 要）一( 「1.3線織体 J、P219.-P280業務実施計画1-3.

織黄体金制分配Jに団お体いのて監、習を実施する部署として「総務部監督担当」の記栽あり。

［諸規程等に関する寧項】

第2 P5 
畠的譜規？に甜組稽織等詮＂を錆還品嘗え：：るをこ公と芦正、＇に行琶うた茄めにr.,必~要巧な ゜

る体iた制)公め・諸正に性規紺を程織確が運保整営す備
第2 P5 

＠fはする際、間当評公麟該議益決員紅浩繕又動には匹1這つ理進い1畢てを如直特踪別凍い釦研た駆上澤l項害でに関行t定,係うっめこをてとる苓をこ ,o 溢口lコ屋事ば琴会の零運如営汲な忠理=事の喧=ば限='こ9属すは冨る口猿租ふを紐定翌めのる運醤も嘗の伝I環るす．紐， ....,,霊. 
されているか；不正

行止等為や利織益運相反防
の組 営上
の工夫がなされてい
るか。

第2 PS 

゜

第2 PS 
④考及事措定民び慮業評間活し者て楼の用公不員役益団●に活員体な対の動の水す促報経準る進醜塑と繰等の業な醐及務状ら等にび況なに係い従そつのよる棠い理う他員なて畢のの支は、給事給監、情与民の事を、閏

基準を諸規程等に定めること。
年間支給見込総額84,880※社会保検料率棠主負担分を除く）

P「年)5収8水第準2に回つ理い享て会」没の記料載3ありし

（次ページに統
P618~P620役貝及び評謀負の報酬等並びに黄用に関する規程、P621~P637給与
規程

， ー・・ ... - 5/l 



〇事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

碧眼点 ぢ ペ該ー当ジ 公募要領記載の「確認項目」 悶 備考 意見 評語

⑤譲体の民員のであ問、関理る公係事こ益者と、活にを監対動諸事促し規、、職進程特員業等別務そにののを定利行他め益うのるをに指こ与当と定えた。活なり用い、評回も
P第利（私65益4的2条の利倫追評益理求餞追規の員求程た及のめび禁に役止利職）用員すはる、こそとのが職あ務っやて地は位なをらな自い己。又は第三者の私的な

（前ペ ジにご品入ください）

（前ページから
前

の続き） 第2 P5 

゜
ペ
I 
ジ

に

記

ぐ
誓
し9

第2 P5 ⑥諸規不程正行等為を備やえ利る益こ相と反。防止のために必要な

゜

第2 es 

゜
P641~P650内部通報（ヘルブライン）規程

第2 P5 ⑧定益活定民の動をめ与間個をる行えこ公人とるう益又。者行活はに為動団対を促体行し進の、わ寄業利な附務益いそをのこ行のみとう他をのに諸の増当規特大た程別をり等図の、特にる利

゜
P第るら（特64な活7別2条い動の。倫を評利行理艤益う規員者を程与及にえび対る役し行、識寄為員付のはそ禁、の特止他定）のの特個別人の又利は益団を体与のえ利る益行の為みをの行増っ大てをは図な

第2 P5 ⑨律公団に第帰残益法49属余法人さ財人の号せ産若認）第るをし定5旨く類等条はを似に17公定の関号益款事すに社に業る規団定法を定法め律目す人る的（るこ平及と法と成びす。人"公る又他益年は翫法の国

゜
1'財は残"産国余はに定財賠、款産評与の議す帰員る属会も）のの第と決50す議条るを経こ。ての、法公人益が認溶定算法を第す5る条場第合17に号おにい掲てげ有るす法る人残又余

6/10 



0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

落眼点
基準 該当 公募要領記載の「確認項目」

確認
備考 意見 評語

番号ベージ 結果

m中立性•公正性の続き

暉者細（聖又事理,夏... に事つ事町にいのつ享て総内じもヽの数て同親の、様当態吟出誓しのま里で事1すあ』を及）る慧。理びえそ事なののい配合こ偶計と

役職員構成はに、特つ定い団て体規に定偏化っすたるもとのとではない。 A 

P5-91別紙様式6(役員又は識員の構成についての確認吝）が提出されてい
利益相して反い防る止。 もに、具体的な自己申告事例も

第4 p~ 

゜
準備 。

る。

構相な点Illさ成か反役れがら防員て適、止又い公切のるは正か工職か性。夫。利員のが益の観
第4 P6 ⑦そ-えのな他い他のここ証同とれ一（に監の数事算団が'fに．る理つ"相事い埋互のて事Lも総沿何数埠穣授の孔な3員閾細まで係あすiに）るを．あ者超る。P59f別紙様式6(役員又は職員の構成についての確認書）が提出されているa

③職員が特定の団体の出身者に偏らないこ P391 ~P3紙96様.,式P4611~P551 別紙員様の式構4成(展歴書（職員））
第4 P6 P591別 （役員又は職 についての確認言）が提出されてい

と。
る。

③民間公益活動促進業務以外の業務を実施
民間公益活動促進業務以外の業務は実施しないとしている。 B 

第5 P7 す施るにこ支と障にをよ及りぽ、民す間お公そ益活動促進業務の実 P民6間88公別益紙活様動式促8進(民間公益活動促進業務以外の業務に関する説明君）
れがないものであるこ 業務以外の業務を行う予定はないとしているQ

と．

進をはこiioと/行業、民にそっ務悶よ，，，て以っ公い業外て益る務の業燐活を業務合勤行務のに促う
第5 P7 ①職てい民員る，間、組こ公と織益．及活び動予促算進等業が務実と質そ的のに他区の分業さ務れの

゜
②務民とな間っ公て益い活る動こ促と。進業務が法人の主たる業公正な実施に支障 第5 P7 

゜を及ぽさないか。

第5 P7 す④業る社務お会又そ的はれ信公の用のあ秩をる維序業持若務すしをくる行は上わ善でな良ふ，•©いさこわ風とし俗．くをな害い D 
日本版SDG'sターゲットを設定し、オールジャパンでゴ＝ル達成を目指す A 
としている。

「3 指
（以面下接「に指命お定にい対申てす請はる団、強体指い」定と実をい行受う・け。実）よが現う指意と定志する活を団有用体し団

iv)役員（代・公表正理性事に） 体の使
は中立性 芦 P3 ていること等も確認。
対する強い意識が 民間公益活動促進業務の適がな確くか、つ公正な
あるかU

につい
実施に司し支て障活を動及Iぽすおそれ 特定の目て」
的を有 場してをい守るる既必存要のが団あ体るでは困難
な、中立的な立 ． 

Wその他
特になし

業務実施計画・準備行為実施計画の内容等に関する加点・減点ポイントなどa上
記I~皿に関する点を除く。

-・』
’ 



C 
I 着眼点

一
0事務局確認欄 I 

着眼点 公募萎領記戯の「確認項目J 債圭

欠格事•

••• 

第1 I" I②る一法般「一律財般（団平社法成団人18法で年人あ法及る律びこ第一と48。般号財）団」法に規人定にさ関れするIo ,_ 

第6 JP7 

指定申請団体が、下記①～③のいずれにも
該当しないこと。
①法第17条第3項各号に掲げる団体
②法第"条第1項の規定により指定を取り消
され、その取消しの日から3年を経過しない団

I 
体
③役員のうちに次のいずれかに該当する者
がいる回体
イ禁錮以上の刑に処せられ、その刑の執行を
終わり、又は執行を受けることがなくなった日
から3年を経過しない者
口法の規定により罰金の刑に処せられ jその
刑の執行を終わり、又は執行を受けることが
なくなった日から3年を経過しない者

指定活用団体指定申請書（別紙様式1参照）

ゆ指定申請団体の基本情報（別紙様式2参照）

②定款

③登記亭項証明書

l④指定の申請に関する意思の決定を証する書類

R設立趣意寄及び設立者の一黄（様式自由）

⑥業務実施計画（様式自由）

イ組織全体の使命・目標

0 ,_ 

1（有0） l― 

I,~,, ― 
1（有0） l― 

1（有0），＿ 

1（有0） l― 

1（有0）＇― 

（ 有゚） ＇― 

゜

口業務実施に当たっての基本的考え方等 Jo 

ハ務実ご施基と計本の画方目針標に、業示務されのた実指施定内活容用、実団施体体の制業、1 0 

〇委員確認欄（着眼点別）

意見 日



0事務局確認欄

着眼点 翡 9ー当ジ 公募要領記載の「確庇項目j 詞 価考

⑦準備行為実施計画（様式自由） 品
優プロ先セ的スにの解明決確す化ぺき社会の諸課題の決定の

゜
資成金の分プロ配セ団ス体のの明公確募化に（向資け金た提各供種契書約類吝の等作） 1 ゚

確評価化指針・マニュアルの作成のプロセスの明 1 0 

シのン明ポ確ル化マークの作成準備、決定のブロセス 1 0 ← 

各種規程等の整備のブロセスの明確化 10 

や資金ス分テ配ム団の体企に画対のすプるロ公セ募ス・の助明成確等化に係るJC1 ゚

⑧を関含評すむる饂事。員）項の，役を氏記員名載、、朦住し員た所及書、び履類会歴"計及''紙監び様査専式門人3的（及就能び任力4予参等定照に者） I , ゚有I,_ 
＇ 

必無要言i房類の有 1 I⑨定者評議の就員任、役承員桔、書職9員別及紙び様会式計5参監照査）人への就任予 I , 0 有） ＇― 
のの確及記 類有上無 I 
I"を類指成及役定が（別ぼ職の、紙民す員基様問お準（就式公そに任6益れつ参予活がい照定動なて）者い促jのをも進fの含業第でむ務4あ。の）役るに公こ員つ正と又いjなはをて実確職、施上認員に記しの支た「構3 障書I , ゚有）

I@民間公益活動促進業務規程の案｛様式自由） i（o 有）

〇委員確認欄（着眼点別）

意見 肝琵

基本方針に示された指定活用団体の業務ご
との実施の方法に関する事項

民間公益活動促進業務の適正を確保するた
めの体制の整偏に関する事項（ガバナン
ス、コンプライアンス体制に閣する事項等）

休眠預金等に係る資金の活用対象の範囲

業務委託の基準

契約に関する基本的事項

収支決算書に係る外部監査の実施に関する

竺

法第23条第2項第1号において、民間公益活動促進業務規程に定めることと
されているもののうち「資金分配団体及び民間公益活動を行う団体の選定の
基準Jに関し、以下に記載あり`

゜
1民間公益活動促進業務規程（案）のうちP594~P,SS
第5条（助成の方針）
第9条（助成の対象）
第9条（選定審査の観点）
第8条（優先選定）
第9条（選定配虞事項）

0゚
一
〇
＿

o
＿

o



0事務局確認欄 0委員確認欄（着眼点別）

着眼点 ぢ ペ該—当ージ 公募要領記載のr確認項目J 悶 備考 意見 評語

゜
⑫各種規程等（様式自由） 品
・評議員会の運営に閏する規程 ゜（有）・理事会の運営に関する規程 品
・役員及び評議員の報酬等に関する規程 ゜（） 
紙の員支・臓指の給様員見定年式のを間込7給参受報額与照け酬を等）た示等）に場し見関た合込す資に額る料お並規をけび程添るに（役付指職す員定員る及活のこび用給と評団。与議"体の" 

゜1有）
・理事の職務権限に関する規程 品
・倫理に関する規程 ゜（有）•コンプライアンスに関する規程 品

必無要及書び載書類のの上有
・公益通報者保護に関する規程 ゜（有）の記確 類有無 ・情報公開に関する規程 ゜（有）の認

づ文書管理に関する規程 品
•')スク管理に関する規程 ゜（有）
・監事の監査に関する規程 ゜（有）
・経理に関する規程 品
・組織（事務局）に関する規程 品

⑬あび（申前財っ請て産事のは業目日、録年その並度の属びに設すにお立るけ当時事事る業に貸業お年借年け度対度るに照に財設表お産立、け目さ損る録れ益収）た計支法算予人書算に及書
〇
（有）

はぽ民、民す間間お公公そ益益れ活活が動動な促促い姐進旨9を業務説務以明の外し公のた正業書な務類実を（施別行紙にう支様障合式を8 に

゜（有）占照）

⑮ を類含""む定り紙。を様）受が式け欠9よ格参う亭照と由す）にる法該人当及しなびい役こ員と（を就誓任約予す定る者書 品
⑯一覧行政（別機紙関様か式ら10受参け照た）指導等に対する措置状況の

゜（有）
⑰事務所のI,.,イアウト図（様式自由） ゜（有）




